


ざき   ち    く

　1945年（昭和20年）8月6日午前8時15分、広島に一発の原子爆弾が

投下され、その年のうちに14万人の罪なき命が失われました。

　また、ここ秋田では、終戦前夜の８月14日から15日の未明にかけて、土

崎地区に１万２千発を超える爆弾が投下され、この空襲は、「日本最後の

空襲」と呼ばれています。

　このような悲劇を二度と繰り返さないため、秋田市は、体験者の講話や

原爆の絵・土崎空襲資料の展示を通して、若い世代の平和意識の醸成

を図るとともに、その記憶を次世代に語り継ぎます。

1938年（昭和13年）生まれ。

１年生だった７歳の時、爆心地から４．１㎞離れた国民学校の校庭で、

飛行機を見上げていた時に被爆。

2005年（平成17年）よりヒロシマピースボランティアとして活動中。
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ヒロシマ・土崎
被爆証言講話会

広島被爆体験者による講話　10：00～11：001

大学生による平和への提言　11：00～11：15

美術を学ぶ高校生が描いた原爆の絵の展示と土崎空襲資料展示
同 時 開 催ART

① 米軍機より撮影したきのこ雲（米軍撮影）
② 三輪車（銕谷　信男 氏　寄贈）
③ 土崎空襲を受けた後の旧日本石油秋田製油所
④ 土崎空襲を受けた旧日本石油秋田製油所の倉庫内

● 秋 田 大 学　４年　バヤスガラン・ブヤンヒシゲさん（モンゴル）

● 国際教養大学　３年　梅田 実帆さん

土崎空襲体験者による講話とDVD上映　11：15～12：00
土崎港被爆市民会議講話者

山本 玲子さん

講話者

土崎空襲で死亡した児童が着て
いた学童服

（左肩甲骨から右脇腹（赤い布
部分）へ爆弾の破片が貫通）

８時 15 分で
止まった時計

（川越 明人 氏寄贈）
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伊藤 津紀子さん
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